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石狩湾新港発電所の運転開始時期等の変更について 

 

 当社は、2024年 4月 26日付「石狩湾新港発電所の運転開始時期等の変更について」でお知らせ

した同発電所の運転開始時期等について、本日、下記のとおり変更いたしましたので、お知らせい

たします。 

 

記 

 

１．変更の内容 

  変更箇所は下線で示しております。 

 

（変更前） 

発 電 所 出力（万ｋＷ） 着 工 運 転 開 始 

石狩湾新港（ＬＮＧ火力） 

１号機 

２号機 

３号機 

１７０．８２ 

 ５６．９４ 

 ５６．９４ 

 ５６．９４ 

 

２０１５年８月 

２０２７年５月 

２０３４年３月 

 

２０１９年２月 

２０３０年度予定 

２０３７年１２月 

 

（変更後） 

発 電 所 出力（万ｋＷ） 着 工 運 転 開 始 

石狩湾新港（ＬＮＧ火力） 

１号機 

２号機 

３号機 

１７０．８２ 

 ５６．９４ 

 ５６．９４ 

 ５６．９４ 

 

２０１５年８月 

２０２７年５月 

２０３０年５月 

 

２０１９年２月 

２０３０年度予定 

２０３３年度予定 



２．変更の理由 

当社は、カーボンニュートラル 2050 の実現に向け、石狩湾新港発電所 3 号機の新設について

第 2回長期脱炭素電源オークション※に応札し、本日落札しました。 

これを受け、石狩湾新港発電所 3号機について、長期的な投資回収の予見性が確保できたこと

から、長期脱炭素電源オークション制度を踏まえ、着工を 2030年 5月に、運転開始を 2033年度

に変更しました。運転開始の詳細な時期につきましては、決定次第お知らせいたします。 

※長期脱炭素電源オークションは、脱炭素電源の新設・リプレースおよび既設火力の脱炭素化に対する長期的な投資回収

の予見可能性を付与する制度です。2023 年度から 2025 年度の 3 年間は水素転換を見据えた LNG 専焼火力の新設も対象

となります。 

 

以 上 


